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は
じ
め
に

　
本
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
維
新
特
別
資
料
文
庫
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
三
月
品
川
三
二
郎
（
一
八
四
三
－
一
九
〇
〇
）
に
よ
っ
て
京
都
の
高
倉
通
錦
小
路
に
創
設
さ
れ
た
「
尊
援
堂
」
　
（
私

設
の
教
育
啓
蒙
施
設
）
に
収
集
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。

　
尊
援
堂
の
由
来
を
辿
れ
ば
幕
末
に
あ
る
。
教
育
者
・
啓
蒙
家
と
し
て
名
高
い
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
1
五
九
）
は
、
京
都
に
尊
援
堂
を
建
て
て
、
勤
皇
の
志
士
を
祀
り
、
国
民
の
志
気
を
鼓
舞
し
た
い

と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
安
政
の
大
獄
に
刑
死
し
、
江
戸
（
東
京
）
の
獄
中
で
入
江
子
遠
（
九
一
）
に
後
事
（
尊
叢
堂
建
設
）
を
託
し
た
も
の
の
、
子
遠
も
ま
た
楚
門
の
変
に
お
い
て
敗
死
し
た
。
松

陰
の
弟
子
で
あ
っ
た
品
川
彌
二
郎
は
、
明
治
に
入
っ
て
、
後
事
を
託
し
た
こ
の
子
遠
宛
て
の
書
簡
に
出
会
い
、
先
師
の
悲
願
を
実
現
し
よ
う
と
奔
走
し
、
尊
援
堂
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
彌
二
郎
は
、

尊
穰
堂
に
幕
末
維
新
の
殉
難
志
士
の
英
霊
を
祀
り
、
彼
等
の
事
蹟
を
示
す
資
料
・
遺
墨
・
里
督
㎜
を
極
力
蒐
集
し
、
堂
内
に
収
納
し
、
丁
重
に
保
管
し
た
。
同
時
に
、
毎
年
志
士
の
慰
霊
祭
を
営
み
、
そ
の

際
に
は
遺
墨
・
兇
得
㎜
を
展
示
し
て
公
開
し
た
。

　
彌
二
郎
の
死
後
、
尊
覧
堂
保
存
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
松
本
鼎
等
は
彌
二
郎
の
子
息
彌
一
等
と
と
も
に
、
京
都
帝
国
大
学
の
構
内
に
尊
霊
堂
壱
新
築
し
、
所
蔵
品
を
す
べ
て
同
大
学
に
寄
贈
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。
明
治
一
三
二
（
一
九
〇
〇
）
年
一
〇
月
、
文
部
大
臣
に
こ
れ
を
要
請
し
、
許
可
さ
れ
た
の
が
翌
三
四
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
陰
が
京
都
に
尊
年
女
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
意
図
に

は
、
京
都
の
地
に
大
学
校
を
設
立
し
、
天
下
の
俊
英
を
集
め
、
国
家
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。
前
記
子
遠
宛
て
の
書
簡
に
、
こ
の
こ
と
が
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
京
都
に

お
け
る
大
学
の
創
設
は
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
六
月
の
京
都
帝
国
大
学
の
開
設
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
そ
こ
に
両
者
を
結
ぶ
由
縁
が
あ
っ
た
。
同
三
六
年
四
月
、
構
内
に
尊
壌
堂
が
新
築
さ
れ
、

松
陰
の
悲
願
、
彌
二
郎
の
年
来
の
宿
願
は
達
成
さ
れ
た
。
そ
の
建
物
は
、
現
在
も
図
書
館
の
西
北
に
存
在
し
て
い
る
。

　
尊
穰
堂
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
書
籍
を
主
に
、
掛
軸
・
巻
物
・
屏
風
・
額
・
也
轡
叩
（
刀
、
烏
帽
子
、
陣
笠
、
軍
扇
等
）
・
写
真
・
拓
本
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
設
立
・
蒐
集
の
経
緯
か
ら
、

松
陰
の
書
簡
・
上
書
・
稿
本
等
の
遺
墨
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
類
縁
資
料
が
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
下
村
塾
（
松
陰
が
山
口
県
萩
に
設
立
し
た
私
塾
）
に
集
ま
っ
た
高
杉
晋

作
（
一
八
三
九
－
六
七
）
、
久
坂
玄
瑞
（
一
八
四
〇
1
六
四
）
、
木
戸
孝
允
（
一
八
三
三
一
七
七
）
、
山
県
有
朋
（
一
八
三
八
一
一
九
二
二
）
等
長
州
（
現
在
の
山
口
県
あ
た
り
）
出
身
の
志
士
の
墨
跡

産
轡
㎜
も
豊
富
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
長
州
だ
け
で
な
く
日
本
全
土
の
志
士
に
も
及
び
、
し
か
も
、
．
階
層
か
ら
み
れ
ば
皇
族
・
藩
主
か
ら
微
禄
の
士
ま
で
身
分
の
如
何
を
問
わ
ず
、
及
ぶ
限
り
の
文
献
・
資

料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
明
治
三
一
二
（
一
九
〇
三
）
年
の
寄
贈
に
あ
た
っ
て
、
勝
目
堂
保
存
委
員
会
は
、
一
〇
月
二
七
日
目
松
陰
忌
と
、
二
月
二
六
日
の
品
無
理
に
は
、
忍
業
堂
を
借
用
し
て
慰
霊
祭
を
営
む
こ
と
、
お

よ
び
所
蔵
品
を
展
覧
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
を
京
都
帝
国
大
学
に
申
請
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
木
下
廣
次
総
長
は
、
寄
贈
品
を
特
別
に
保
管
す
る
よ
う
、
島
文
次
郎
図
書
館
長

に
命
じ
た
。
島
館
長
は
、
こ
れ
ら
を
貴
重
書
庫
に
保
管
し
、
必
要
に
応
じ
て
歯
内
に
陳
列
す
る
こ
と
と
し
た
。
以
後
二
〇
数
年
、
協
定
ど
お
り
年
二
回
の
祭
典
は
催
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
一
〇
（
一
九

二
〇
）
年
に
な
っ
て
、
年
一
孟
秋
の
小
葉
と
三
年
に
一
回
の
大
祭
に
変
更
さ
れ
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
に
貴
重
資
料
の
疎
開
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
ま
で
、
展
藩
学
は
開
催
さ
れ
、
例
祭
は
単
二

〇
年
が
最
後
と
な
っ
た
。

　
京
都
で
は
建
都
一
二
〇
〇
年
が
記
念
さ
れ
て
い
る
最
中
に
あ
っ
て
、
本
館
に
お
け
る
こ
の
テ
ー
マ
で
の
展
不
会
の
開
催
は
九
度
目
（
戦
後
は
六
度
目
）
の
試
み
に
な
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

大
志
を
抱
い
て
奔
走
し
た
志
士
た
ち
の
思
想
・
学
術
・
行
動
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
明
治
維
新
史
を
解
明
す
る
の
に
有
用
な
資
料
群
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
石
と
な
っ

た
志
士
た
ち
の
足
跡
を
、
吉
田
松
陰
を
中
心
と
し
た
人
物
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
や
が
て
一
〇
〇
歳
を
迎
え
る
京
都
大
学
の
創
立
に
連
な
る
歴
史
の
一
駒
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
も
、

意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
は
、
人
文
科
学
研
究
所
の
佐
々
木
克
教
授
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
図
書
館
・
情
報
の
分
野
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
推
進
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
電
子
図
書
館
版
の
展
示
会
の
企
画
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
工
学
部
の
長
尾
真
教
授
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。
展
示
会
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
の
い
わ
ば
仮
想
世
界
で
眺
め
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
文
化
感
覚
を
も
た
ら
す
か
。
こ
の
新
し
い
試
み
に
つ
い
て
、
観
覧
さ

れ
た
方
々
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
日
常
業
務
を
果
た
す
か
た
わ
ら
、
こ
の
企
画
に
精
力
を
傾
け
当
た
っ
て
く
れ
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
職
員
諸
氏
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
九
月
二
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
属
図
書
館
長
朝
尾
　
直
弘
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凡
例
　
一
、
番
号
は
展
示
番
号
で
あ
る
。

　
一
、
展
示
目
録
の
記
述
は
タ
イ
ト
ル
、
著
者
等
、
書
年
、
数
量
（
出
品
物
を
含
む
資
料
の
物
理

　
　
　
単
位
）
、
大
き
さ
（
軸
物
等
に
お
い
て
は
本
紙
部
分
の
縦
×
横
、
冊
子
、
折
本
に
つ
い
て

　
　
　
は
縦
の
み
、
扇
面
に
つ
い
て
は
料
紙
高
さ
×
外
周
）
、
装
露
量
、
当
図
書
館
に
お
け
る
請

　
　
　
求
記
号
で
あ
る
。
な
お
、
［
］
中
の
記
述
は
資
料
中
に
表
示
は
な
い
が
推
定
で
き
る
事

　
　
　
項
で
あ
る
。

　
　
、
展
示
目
録
の
解
説
は
本
学
人
文
科
学
研
究
所
・
佐
々
木
克
教
授
、
書
誌
調
査
、
釈
文
等
作

　
　
　
製
は
図
書
館
職
員
が
担
当
し
た
。

展
示
目
録

　
　
番
号
　
四

吉
田
松
陰
　
書
状
（
品
川
彌
二
郎
宛
）

　
吉
田
松
陰
自
筆

　
安
政
五

　
一
幅
　
二
九
×
二
二
・
五
糎
（
三
野
張
り
合
わ
せ
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
六
五
貴

　
　
番
号
　
五

吉
田
松
陰
　
書
状
（
某
宛
）

　
吉
田
松
陰
自
筆

　
［
安
政
六
］

　
一
幅
　
二
五
×
三
四
糎
軸
物

　
請
求
記
号
尊
軸
四
九
貴

軸
物
（
紙
本
罫
紙
裂
装
）
　
墨
書

（
紙
本
紙
装
）
　
墨
書
・
朱
筆

　
　
番
号
　
一

回
尊
援
堂
圖

　
［
神
坂
］
雪
佳
画
　
羽
田
享
題
詞

　
＝
幅
八
三
×
六
一
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

請
求
記
号
尊
追
加
一
二
貴

　
　
番
号
　
二

吉
田
松
陰
画
像

　
松
浦
松
洞
画
　
吉
田
松
陰
賛

　
［
安
政
六
年
五
月
廿
一
日
］

　
一
幅
一
二
四
×
三
一
糎
軸
物

　
請
求
記
号
尊
軸
一
四
九
貴

　
　
番
号
　
三

吉
田
松
陰
松
柳
詩

　
吉
田
松
陰
自
筆

　
一
幅
　
一
八
×
二
五
糎
軸
物

　
請
求
記
号
　
尊
軸
四
五
貴

（
紙
本
裂
装
）

淡
彩
画

（
紙
本
紙
装
）
　
墨
書

　
　
番
号
　
六

書
状
張
り
合
わ
せ

　
安
政
六

　
一
幅
　
一
二
二
×
三
四
糎
軸
物
（
紙
本
紙
装
）

　
吉
田
松
陰
自
筆
　
　
（
品
川
彌
二
郎
宛
「
但
死
生
」
）

　
玄
瑞
自
筆
「
今
日
の
事
」

　
そ
の
他
三
通

　
請
求
記
号
　
尊
軸
一
四
五
貴

　
　
番
号
七

吉
田
松
陰
　
書
状
（
堀
江
克
之
助
宛
）

　
吉
田
松
陰
自
筆

　
安
政
六

　
一
幅
　
＝
・
八
×
三
四
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
「
水
火
和
合
ノ
論
云
々
」

　
安
政
六
年
十
月
江
戸
傳
馬
町
獄
中
に
て

　
請
求
記
号
　
尊
軸
＝
八
貴

　
　
番
号
　
八

吉
田
松
陰
作
詩
圖
解

　
吉
田
松
陰
自
筆

墨
書墨

書
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一
幅
二
四
×
三
五
糎
軸
物
（
紙
本
紙
装
）

請
求
記
号
尊
軸
四
八
貴

　
番
号
九

村
田
清
風
七
絶

　
村
田
清
風
自
筆

　
一
幅
　
＝
二
三
×
三
〇
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
尊
軸
；
＝
貴

　
番
号
　
一
〇

岡
本
梅
林
圖
並
題
詩

　
縣
小
披
画
　
周
布
政
之
助
詩
文

　
一
幅
　
一
六
×
四
六
糎
（
二
紙
張
り
合
わ
せ
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
七
四
貴

　
番
号
　
一
一

久
坂
玄
瑞
七
絶

　
久
坂
玄
瑞
（
江
月
齋
）
自
筆

　
［
万
延
＝

　
一
幅
　
一
〇
九
×
三
〇
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
尊
軸
一
四
〇
貴

　
番
号
　
一
二

高
杉
奮
作
七
絶

　
高
杉
奮
作
自
筆

　
［
万
延
＝

　
一
幅
　
一
〇
〇
×
二
八
糎

　
請
求
記
号
尊
軸
二
貴

墨
書墨

書

軸
物
（
紙
本
紙
装
）

墨
書

軸
物
（
紙
本
良
書
）
　
墨
書

　
番
号
　
一
三

木
戸
孝
允
詩

　
木
戸
孝
允
（
松
菊
）
自
筆

　
明
治
二

　
一
幅
　
＝
二
三
×
三
一
糎
軸
物
（
続
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
一
四
七
貴

墨
書

　
番
号
　
一
四

伊
藤
博
文
七
絶

　
伊
藤
博
文
自
筆

　
明
治
一
二

　
一
幅
　
一
二
九
×
六
四
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
二
一
二
貴

　
番
号
　
一
五

山
縣
有
朋
今
様

　
山
縣
有
朋
自
筆

　
慶
応
三

　
一
幅
　
一
二
九
×
五
八
糎
　
軸
物
（
紙
本
紙
装
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
二
＝
ハ
貴

　
番
号
　
一
六

佐
久
間
象
山
山
水
圓

　
佐
久
間
象
山
自
画
賛

　
［
嘉
永
六
］

　
一
幅
　
山
ハ
六
×
二
⊥
ハ
糎
　
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
一
五
五
貴

　
番
号
　
一
七

松
陰
先
生
遺
訓
［
二
］

　
吉
田
松
陰
［
述
］
　
品
川
彌
二
郎
注
釈
並
筆

　
明
治
三
〇

　
一
幅
　
一
二
二
×
五
八
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
軸
一
九
四
と
双
幅

　
請
求
記
号
尊
軸
一
九
五
貴

墨
書

墨
書

墨
画墨

書

　　　吉
一一吉田
巻嘉田松番
　永
二一
六

2
四

1
西
1一

糎

灘号
皇％
　餐

　馨

巻
子

墨
書
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（
吉
田
松
陰
書
翰
巻
一
の
内
）

請
求
記
号
尊
巻
二
八
六
貴

　
番
号
　
一
九

吉
田
松
陰
送
中
村
百
合
三
序

吉
田
松
陰
自
筆

　
［
嘉
永
］

　
（
吉
田
松
陰
書
翰
巻
二
の
内

請
求
記
号
尊
巻
二
八
六
貴

第
三
書
）
　
二
六
（
二
四
×
二
四
〇
）
糎
巻
子
墨
書

　
番
号
二
〇

吉
田
松
陰
擬
封
策
評

土
屋
薫
海
自
筆
　
吉
田
松
陰
評
（
自
筆
）

嘉
永
六

　
一
巻
二
九
（
二
七
×
三
〇
九
）
糎
巻
子

請
求
記
号
尊
巻
二
八
七
貴

本
文
墨
書
評
朱
書

　　　　吉
漿　一一吉田
　巻安田松番
記　政松陰号
号三六陰
尊支一塁壽i

巻二
δ菱

青二

　巴

　糎

巻
子

墨
書

草
稿

　　吉
藁　一吉田
　巻田松番
記松陰号
号二陰

尊蝿羅
巻二草
　　稿
八×

貴ニ
　一“

　糎

巻
子

墨
書

　
番
号
二
三

吉
田
松
陰
孫
子
正
文

吉
田
松
陰
筆

　
一
帖
　
二
一
糎
　
折
本
　
料
紙
雲
母
引

請
求
記
号
尊
ソ
一
八
貴

半
折
四
行
　
字
数
不
等
　
藍
界

　
番
号
二
四

吉
田
松
陰
李
氏
焚
書
疹
　
四
巻

吉
田
松
陰
自
筆
本

　
二
冊
二
四
糎
和
装
袋
綴

　
「
高
杉
藏
書
」
の
朱
印
記
あ
り

請
求
記
号
尊
リ
四
貴

　
番
号
二
五

吉
田
松
陰
　
愚
論
　
他

吉
田
松
陰
自
筆

　
一
冊
二
五
糎
和
装

請
求
記
号
尊
ク
四
貴

羨

　
番
号
二
六

高
島
秋
帆
　
富
士
圖

高
島
秋
帆
画
井
賛
　
大
槻
磐
漢
賛

安
政
五

　
一
幅
五
七
×
八
一
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

請
求
記
号
尊
軸
一
九
三
貴

　
番
号
二
七

藤
本
鐵
石
　
書
状
　
　
（
忠
兵
衛
宛
）

藤
本
鐵
石
（
老
鐵
寒
士
）
自
筆

　
一
幅
二
四
×
三
四
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

請
求
記
号
　
尊
軸
一
五
三
貴

　
番
号
二
八

梅
田
雲
濱
和
歌

梅
田
雲
濱
（
定
明
）
自
筆

　
一
幅
二
〇
×
二
九
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

請
求
記
号
尊
軸
一
五
七
貴

　
番
号
二
九

佐
久
間
象
山
書
状

墨
書

墨
書
・
絵
入

墨
書

（
山
寺
催
堂
，
三
村
楽
眞
宛
）
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佐
久
間
象
山
自
筆

一
巻
　
二
四
（
二
〇
×
一
＝
二
）
糎
　
巻
子
墨
書

四
月
二
十
七
日
付
書
状

箱
裏
書
「
松
陰
先
生
入
海
始
末
此
書
ニ
テ
眞
実
を
表
出
せ
り
至
々
寳
々
や
じ
拝
書
」

請
求
記
号
　
尊
巻
二
九
八
貴

　
　
番
号
　
三
〇

會
澤
恒
藏
　
書
状
　
　
（
川
瀬
七
郎
右
衛
門
宛
）

　
會
澤
恒
藏
自
筆

　
一
巻
　
巻
子
（
一
一
二
等
と
同
装
）

　
五
月
二
九
日
付
書
状

　
請
求
記
号
尊
巻
二
九
五
貴

［
元
治
＝

一
巻
　
一
四
（
一
二
×
九
七
）
糎
巻
子

付
・
日
柳
燕
石
践
文
井
七
絶
（
慶
応
四
）

請
求
記
号
　
尊
巻
二
九
二
貴

墨
書

　
　
番
号
　
三
五

久
坂
玄
瑞
　
書
状
　
　
（
前
原
一
誠
（
佐
世
八
十
）

　
久
坂
玄
瑞
（
義
助
）
自
筆
　
揖
取
素
彦
朱
注

　
［
万
延
＝

　
一
巻
　
二
一
二
（
二
一
二
×
＝
二
七
）
糎
巻
子

　
五
月
十
九
日
付

　
請
求
記
号
尊
巻
三
〇
七
貴

，
入
江
九
一
宛
）

墨
書

　
　
番
号
　
一
一
＝

藤
田
東
湖
　
書
状
　
　
（
川
瀬
七
郎
右
衛
門
宛
）

　
藤
田
東
湖
自
筆

　
一
巻
　
巻
子
（
三
〇
等
と
同
装
）

　
一
二
月
四
日
付
書
状

　
請
求
記
号
尊
巻
二
九
五
貴

　
　
番
号
　
三
六

時
山
直
八
　
書
状

　
　
時
山
直
八
自
筆

　
［
慶
応
一
］

　
一
巻
　
一
七
（
一
六
×
二
七
三
）
糎

　
請
求
記
号
尊
巻
三
〇
九
貴

巻
子
（
三
七
と
同
装
）
　
墨
書

5

　
　
番
号
　
三
二

來
島
又
兵
衛
　
書
状
　
　
（
喜
多
村
藤
馬
宛
）

　
來
島
又
兵
衛
自
筆

　
一
巻
　
一
七
×
二
九
二
糎
巻
子
　
墨
書

　
請
求
記
号
尊
追
加
四
貴

　
　
番
号
　
三
三

船
越
清
藏
七
絶

　
船
越
清
藏
自
筆

　
一
幅
一
五
×
一
七
糎

　
請
求
記
号
尊
軸
三
貴

軸
物
（
紙
本
紙
装
）
　
墨
書

　
　
番
号
　
三
四

久
坂
玄
瑞
天
王
山
軍
中
日
記

　
久
坂
玄
瑞
（
実
甫
，
義
助
）
自
筆

　
　
番
号
　
三
七

入
江
九
一
　
書
状
　
　
（
杉
山
松
助
（
介
）
宛
）

入
江
九
一
等
自
筆

　
一
巻
　
一
七
（
一
六
×
二
七
三
）
糎
巻
子

　
［
文
久
二
］
八
月
十
四
日
付

　
　
請
求
記
号
　
尊
巻
三
〇
九
貴

（
三
六
と
同
装
）
　
墨
書

　
　
番
号
　
三
八

高
杉
吾
作
　
扇
面

　
高
杉
奮
作
（
東
行
）
自
筆

　
一
幅
扇
面
一
五
×
八
一
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
（
武
市
瑞
山
（
茗
胴
）
筆
墨
画
と
同
装
）

　
請
求
記
号
　
尊
軸
一
八
四
貴

番
号
　
三
九

墨
書



高
杉
奮
作
七
絶

　
高
杉
吝
作
自
筆

　
一
幅
　
三
一
二
×
二
六
糎
　
三
二
×
二
四
糎

　
請
求
記
号
　
尊
軸
一
五
二
貴

　
　
番
号
四
〇

野
村
望
東
女
和
歌

　
（
英
傑
遺
墨
の
内
）

　
　
清
川
八
郎
等
筆

　
　
一
帖
四
〇
糎
折
本

　
請
求
記
号
尊
工
五
貴

　
　
番
号
　
四
一

松
浦
八
郎
和
歌

　
（
英
傑
遺
墨
の
内
）

　
　
清
川
八
郎
等
筆

　
　
一
帖
四
〇
糎
折
本

　
請
求
記
号
尊
工
五
貴

　
　
番
号
　
四
二

真
木
和
泉
和
歌

　
（
英
傑
遺
墨
の
内
）

　
　
清
川
八
郎
等
筆

　
　
一
帖
四
〇
糎
折
本

　
請
求
記
号
尊
工
五
貴

墨
書

墨
書

墨
書

軸
物
（
紙
本
紙
芸
）
　
墨
書

木
戸
孝
允
自
筆

慶
応
丁
卯
（
三
）
年
六
月
付

一
巻
　
一
九
（
一
七
．
五
×
三
〇
〇
）
糎
巻
子
墨
書

巻
首
に
杉
孫
七
郎
の
添
状
（
品
川
彌
二
郎
宛
）
あ
り

請
求
記
号
　
尊
巻
三
〇
六
貴

　
　
番
号
四
五

大
久
保
利
通
　
薩
長
藝
三
藩
盟
約

　
大
久
保
利
通
筆

　
［
慶
応
三
］

　
一
幅
　
一
六
×
一
壬
二
糎
軸
物
（
紙
本
裂
装
）

　
請
求
記
号
尊
軸
六
四
貴

墨
書

　
　
番
号
　
四
六

松
下
邨
塾
一
燈
銭
申
合
帳

　
文
久
一

　
一
巻
　
一
四
（
一
四
×
三
二
〇
）
糎
　
巻
子
墨
書

　
請
求
記
号
尊
巻
二
八
五
貴

6

　
　
番
号
四
三

忍
向
（
月
照
）
　
和
歌

　
（
英
傑
遺
墨
の
内
）

　
　
清
川
八
郎
等
筆

　
　
一
帖
四
〇
糎
折
本

　
請
求
記
号
尊
工
五
貴

墨
書

　
　
番
号
四
四

木
戸
孝
允
筆
議
定
盟
約



卑
し
た
も
の
。
来
原
良
藏
（
文
政
一
二
年
生
）
は
長
州
藩
士
で
、
伊
藤
博
文
の
師
で
も
あ
る
。

解

説

　
　
番
号
　
一

奮
尊
穰
堂
圖

　
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
品
川
彌
二
郎
が
、
京
都
高
倉
通
錦
小
路
に
別
荘
を
設
け
て
、
尊
援

堂
と
名
付
け
、
維
新
の
志
士
の
遺
墨
を
収
集
・
展
示
し
、
か
つ
毎
年
、
維
新
の
運
動
に
活
躍
し
た

志
士
達
を
偲
ん
で
祭
典
を
営
ん
だ
。
京
都
に
「
尊
援
堂
」
を
設
け
る
と
い
う
の
は
、
吉
田
松
陰
の

坐
曇
心
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
図
は
、
品
川
彌
二
郎
の
恩
顧
を
う
け
、
一
時
三
内
に
寄
寓
し
て
い
た
神

坂
雪
佳
が
昭
和
＝
一
年
に
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
描
い
た
も
の
。
な
お
三
三
堂
の
史
資
料
は
、

明
治
三
四
年
に
京
都
大
学
に
移
管
さ
れ
た
。

　
　
番
号
二

吉
田
松
陰
　
画
像

　
安
政
の
大
獄
が
進
行
す
る
中
、
萩
の
野
山
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
吉
田
松
陰
も
、
安
政
六
年

（一

ｪ
五
九
）
五
月
に
江
戸
へ
護
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
吉
田
松
陰
の
門
下
生
達
は
、

同
じ
門
下
の
画
家
松
浦
松
洞
に
師
の
肖
像
を
描
か
せ
、
松
陰
の
自
賛
を
も
と
め
た
。
二
十
一
回
猛

士
は
吉
田
松
陰
の
号
、
日
付
の
五
月
二
一
（
念
一
）
日
は
、
江
戸
護
送
の
五
日
前
で
あ
る
。

三
分
出
鷹
分
諸
葛
己
　
夫

心
師
貫
高
今
而
無
素
立
名

讃
書
無
功
分
撲
學
三
十
年

人
識
狂
頑
今
郷
窯
衆
不
容

至
誠
不
動
今
目
古
未
之
有

一
身
入
洛
今
質
彪
安
在
哉

志
仰
魯
連
今
遂
乏
繹
難
才

滅
賊
失
計
今
猛
氣
廿
一
回

身
許
君
國
今
死
生
吾
久
齊

古
人
難
及
今
聖
賢
敢
追
陪

思
父
年
少
能
知
敬
我
、
愛
重
以
深
愛
思
父
、
思
父
無
爲
而
死
、
　
是
思
父
尉
皐
我
、
阻
害
義
而

生
是
我
爲
負
思
父
、
思
量
室
懸
我
像
、
真
心
相
照
、
一
幅
乳
汁
、
抱
負
二
字
、
天
地
豊
容
量

哉
。
歳
之
五
月
念
一
　
二
十
一
回
猛
士
書

　
　
番
号
　
三

吉
田
松
陰
松
丁
半

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
二
月
三
日
の
作
。
吉
田
松
陰
の
最
も
親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
る
、

来
原
良
藏
に
贈
っ
た
も
の
。
良
藏
が
藩
の
密
用
方
祐
筆
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
た
い
し
、
い
ま
暫

く
は
仕
官
の
念
を
断
ち
、
諸
国
を
遊
歴
し
て
天
下
の
情
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
忠

　
　
番
号
　
四

吉
田
松
陰
書
状
（
品
川
彌
二
郎
宛
）

　
日
孜
字
思
父
説
　
名
字
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
品
川
彌
二
郎
の
求
め
に
応
じ
て
、
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
一
二
月
一
九
日
、
名
は
日
孜
、
字
は
思
父
と
す
べ
し
、
と
し
た
も
の
で
、
そ
の

典
拠
と
意
味
を
説
明
し
た
も
の
。
孜
は
勤
勉
の
意
（
上
段
）
。

　
書
状
　
同
年
一
二
月
二
〇
日
、
日
孜
磯
菊
説
を
補
い
、
読
書
の
大
事
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も

の
。
品
川
彌
二
郎
（
天
保
一
四
年
生
）
は
長
州
藩
士
、
一
五
歳
で
吉
田
松
陰
の
門
に
入
る
（
中
段
）
。

（
下
段
左
）
は
、
「
重
夢
北
山
君
安
世
」
　
（
己
未
文
稿
）
。
北
山
安
世
は
佐
久
間
象
山
の
甥
で
松

代
藩
士
。
嘉
水
六
年
（
一
八
五
三
）
の
吉
田
松
陰
の
江
戸
遊
学
に
交
遊
が
結
ば
れ
た
。

日
二
字
思
父
説

先
是
彌
治
從
余
学
、
問
余
以
名
字
、
余
日
、
日
孜
思
父
爲
可
、
而
未
有
其
説
也
、
彌
治
年
甫
成
童
、

富
来
見
余
、
其
容
色
温
直
敦
朴
、
余
一
見
異
之
、
已
年
飴
、
無
有
卓
々
可
稻
者
、
而
其
旧
注
然
自

商
人
不
同
　
、
余
益
愛
之
、
三
余
猶
謂
彌
三
三
人
物
勝
、
三
三
問
不
稻
、
故
及
其
問
名
字
也
、
能

書
磨
之
　
、
夫
予
思
日
孜
々
者
、
大
士
之
言
也
、
思
者
知
也
、
孜
々
強
行
也
、
知
事
行
、
行
而
知
、

日
二
者
非
一
日
也
、
學
欲
師
聖
人
者
、
感
得
不
三
致
思
夕
立
、
奮
陶
士
行
有
言
、
大
辛
聖
人
乃
惜

寸
陰
、
其
亦
謂
此
也
欺
、
今
藪
望
月
五
日
余
蒙
下
獄
之
命
、
彌
治
與
同
割
七
人
詣
政
府
請
罪
名
、

遂
坐
囚
干
家
、
図
様
無
事
、
蓋
進
於
学
　
、
今
調
書
此
糸
誘
之
日
、
華
々
適
々
、
二
選
天
下
之
事
、

有
眼
者
皆
見
而
知
之
、
吾
黛
為
任
甚
重
、
立
志
宣
大
、
不
可
三
々
而
自
足
、
假
令
大
回
不
可
企
、

其
亦
爲
陶
士
行
乎
、
鳴
呼
、
其
所
本
者
学
而
巳
、
勉
薄
日
孜
、
念
哉
思
慮
、
是
註
説
、
安
政
戊
午

十
二
月
仲
九
、
松
陰
藤
寅
撰

嚢弥治
足
下
、
幽
囚
回
状
、
三
三
三
三
未
平
、
三
三
以
未
能
赴
獄
、
僕
看
護
欝
陶
、
時
復
逓
信
、
古

人
面
目
、
チ
歳
事
新
、
不
似
今
世
人
乏
朝
雲
暮
雨
、
所
囑
名
字
説
、
楡
骨
筆
成
三
百
言
、
而
着
替

至
、
且
讃
且
談
、
頗
覚
適
意
、
毒
中
口
引
大
遊
子
三
選
、
今
世
人
必
以
為
大
言
脊
語
感
、
但
学
人

之
志
、
要
貴
干
不
自
画
焉
耳
、
足
下
幸
悟
此
意
、
昨
讃
漢
宣
紀
、
孝
正
写
樂
事
、
夏
遷
幸
公
議
詔

書
不
可
用
也
、
且
日
、
議
巳
出
口
、
錐
死
不
悔
、
長
公
坐
是
下
獄
、
夫
長
公
之
下
獄
、
以
非
詔
書

殿
先
帝
也
、
今
吾
窯
奉
　
天
勅
戴
公
旨
、
徒
鯛
姦
椹
之
鋒
、
以
至
干
此
、
不
逮
長
公
遠
　
、
足
下

以
為
何
如
、
五
七
日
後
、
三
三
疾
平
、
僕
乃
赴
獄
、
而
足
下
諸
人
幽
囚
、
三
三
釈
放
耳
、
畳
量
目

臨
書
、
益
求
及
古
人
也
、
無
智
將
往
訪
、
書
所
不
順
、
萬
在
口
述
、
不
　
、
廿
日
寅
白

　
　
彌
治
　
足
下
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番
号
五

書
状
張
り
合
わ
せ

吉
田
松
陰
書
状
（
某
宛
）

　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
末
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
宛
先
不
明
書
簡
。
吉
田
松
陰
が
野

山
獄
中
に
お
い
て
読
書
に
専
念
し
て
い
た
時
の
も
の
で
、
獄
中
に
漢
籍
の
周
旋
を
依
頼
し
た
も
の
。

「
此
二
冊
」
と
は
、
明
の
儒
者
李
卓
吾
の
「
焚
書
」
と
「
続
蔵
書
」
の
こ
と
で
、
野
村
和
作
の
勉

強
の
た
め
、
回
付
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
此
二
冊
如
例
和
作
へ
遣
ス
べ
し
。
（
朱
書
後
筆
）

李
氏
二
冊
返
照
、
瀧
へ
宣
敷
御
謝
言
被
精
度
候
。

此
書
可
宝
、
映
葉
等
往
々
補
綴
ア
リ
、
先
輩
ノ
雄
壮
意
想
フ
ベ
シ
。
然
ル
ニ
少
々
轟
食
相
見
候
。

後
嗣
ノ
怠
な
り
。
能
々
愛
護
襲
藏
セ
ヨ
ト
鴻
生
へ
御
傳
へ
之
事
。
・
…
以
下
略

　
　
番
号
六

吉
田
松
陰
書
状
（
品
川
彌
二
郎
宛
）

　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
頃
、
品
川
彌
二
郎
宛
。
生
死
に
つ
い
て
論
じ
、
真
の
正
義
を
な

し
て
死
ぬ
事
の
意
味
を
、
理
解
す
る
者
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
も
の
（
上
段
）
。

（
前
文
欠
）

但
死
生
ノ
悟
が
開
ケ
ヌ
ト
云
ハ
鯨
リ
至
愚
故
、
詳
二
云
ハ
ン
。
十
七
八
ノ
死
が
惜
シ
ケ
レ
バ
、
三

十
ノ
死
も
惜
シ
、
。
八
九
十
百
二
な
り
て
も
是
で
足
タ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
。
草
轟
水
轟
ノ
如
ク
半

年
ノ
命
ノ
モ
ノ
モ
ア
リ
、
是
以
テ
短
ト
セ
ズ
。
松
栢
ノ
如
ク
数
百
年
ノ
命
ノ
者
ア
リ
、
是
以
テ
長

ト
セ
ズ
。
天
地
ノ
悠
久
二
比
セ
ハ
松
柏
も
一
時
蝿
な
り
。
…
以
下
略

　
　
番
号
七

吉
田
松
陰
　
書
状
（
堀
江
克
之
助
宛
）

　
安
政
六
年
目
一
八
五
九
）
一
〇
月
一
一
日
、
堀
江
克
之
助
宛
。
堀
江
は
水
戸
藩
の
郷
士
で
、
ハ

リ
ス
要
撃
を
企
て
、
江
戸
伝
馬
町
の
獄
に
投
ぜ
ら
れ
、
松
陰
と
同
獄
と
な
り
、
獄
中
で
特
に
親
交

を
む
す
ん
だ
。

正
し
き
道
の
い
か
て
絶
へ
き

道
守
る
人
も
時
に
は
埋
も
れ
と
も

　
　
　
み
ち
し
た
ゑ
ね
ハ
あ
ら
わ
れ
も
せ
め

・
　
・
以
下
略

矩
方

　
　
番
号
八

吉
田
松
陰
作
詩
圖
解

　
品
川
彌
二
郎
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
五
歳
で
松
陰
の
門
下
に
入
っ
た
が
、
そ
の
時
松

陰
が
、
起
承
転
結
な
ど
の
作
詞
法
を
図
解
し
て
教
え
、
品
川
に
あ
た
え
た
も
の
。

　
　
番
号
九

村
田
清
風
七
絶

　
村
田
清
風
天
明
三
（
一
七
八
三
）
～
安
政
二
（
一
八
五
五
）
　
長
州
藩
天
保
改
革
の
指
導
者
。

吉
田
松
陰
は
青
年
時
代
に
清
風
に
会
っ
て
、
そ
の
人
物
に
敬
服
し
、
清
風
も
ま
た
松
陰
に
嘱
望
し

た
。

鐵
心
報
國
堅
於
城

漁
陽
鼓
雑
寛
裳
聲

勿
咲
文
臣
視
甲
兵
　
永
豫
遣
謀
豊
可
屡

　
　
番
号
　
一
〇

岡
本
梅
林
圖
並
題
詩

縣
小
披
画
　
周
布
政
之
助
詩
文

　
周
布
政
之
助
（
別
名
、
麻
田
公
輔
）
　
文
政
六
（
一
八
二
三
）
～
元
治
一
（
一
八
六
四
）
　
村

田
清
風
の
あ
と
を
う
け
、
長
州
藩
の
改
革
を
推
進
し
た
。
安
政
五
年
、
長
州
藩
は
臨
海
警
備
を
幕

府
に
命
ぜ
ら
れ
、
兵
庫
の
西
宮
一
帯
の
海
岸
の
警
備
に
当
た
っ
た
。
岡
本
梅
林
（
現
、
神
戸
市
東

灘
区
）
は
、
打
出
浜
の
近
く
に
あ
り
、
周
布
も
訪
れ
て
い
る
。
周
布
の
題
詩
及
び
践
は
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
二
月
一
日
の
も
の
。
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水
火
和
合
ノ
論
感
服
仕
候
。
小
生
兼
而
同
志
と
相
働
ミ
候
一
編
申
上
候
。
天
照
ノ
神
勅
二
、
日
嗣

之
隆
興
、
天
壊
無
窮
と
有
之
候
所
、
神
勅
ノ
相
違
な
け
れ
ハ
、
日
本
ハ
未
配
亡
ヒ
ズ
、
日
本
未
タ

亡
ピ
サ
レ
ハ
、
正
気
重
テ
発
生
ノ
時
ハ
必
あ
る
也
。
只
今
ノ
時
勢
二
頓
着
ス
ル
ハ
、
神
勅
ヲ
疑
ノ

罪
輕
か
ら
さ
る
也
。

　
　
皇
神
ノ
誓
お
き
た
る
國
な
れ
ハ

撮
南
虚
々
置
兵
屯

沿
海
幸
無
量
警
急

一
枝
舗
上
掃
千
軍

若
有
胡
騎
向
畿
旬

中
有
梅
花
十
里
邨

好
將
文
酒
量
芳
魂

国
士
遺
芳
長
絶
群

梅
花
誰
與
建
奇
勲

壬
戌
二
月
朔
、
小
披
縣
翁
袖
梅
林
圖
一
巻
、
示
械
日
、
是
我
所
作
岡
本
梅
林
、
將
以
贈
又
邨



縣
子
猫
廼
題
二
絶
兼
寄
縣
子
、
縣
子
在
撮
州
打
出
戌
管
、
打
出
・
岡
本
・
生
田
地
皆
相
近
、
今
披

此
圖
遊
此
林
、
誰
不
懐
古
人
箭
室
播
花
、
翁
以
此
図
爲
贈
、
豊
止
風
流
文
雅
、
蓋
亦
有
微
意
、
嘉

詩
以
表
其
意
、
縣
子
以
爲
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
田
生
弛
拝
具

　
　
番
号
　
一
一

久
坂
玄
瑞
七
絶

　
久
坂
玄
瑞
天
保
＝
　
（
一
八
四
〇
）
～
元
治
一
（
一
八
六
四
）
長
州
藩
士
で
、
松
陰
の
妹
を

妻
と
す
。
松
陰
に
「
潔
烈
の
操
」
あ
り
と
い
わ
れ
、
長
州
藩
尊
穰
撃
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
万

延
一
年
、
藩
庁
か
ら
英
学
修
行
の
た
め
江
戸
遊
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
こ
の
年
、
江
戸
桜

田
の
長
州
藩
邸
で
書
い
た
も
の
。
江
月
斎
は
久
坂
の
号
。

師
友
殉
難
強
土
亡

前
年
爲
客
聞
三
口

悲
哀
無
所
訴
蒼
異

不
似
今
宵
璽
瞳
腸

　
　
　
　
江
月
齋

　
　
番
号
　
＝
一

高
杉
奮
作
七
絶

　
高
杉
奢
作
　
天
保
一
〇
（
一
八
四
一
）
～
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
　
「
識
見
重
三
他
人
及
ぶ
な
く
、

高
等
の
人
物
な
り
」
と
吉
田
松
陰
に
評
さ
れ
た
、
久
坂
玄
瑞
と
松
下
村
塾
の
双
三
と
呼
ば
れ
る
。

奇
兵
隊
を
結
成
し
、
討
幕
運
動
の
先
頭
に
た
っ
た
。
こ
の
詩
は
吉
田
松
陰
没
後
一
年
の
万
延
一
年

の
作
で
、
師
を
弔
う
内
容
の
も
の
。
の
ち
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
久
坂
玄
瑞
、
品
川
彌
二
郎
と

と
も
に
、
松
陰
の
遺
骨
を
世
田
谷
若
林
（
現
、
東
京
世
田
谷
区
若
林
の
松
陰
神
社
）
に
改
葬
し
た
。

掃
墓
束
劉
涙
潜
然
　
頻
悦
我
黛
負
遺
篇

伏
懐
往
事
恰
如
夢
花
落
細
書
二
一
年

　
先
師
義
死
息
、
著
留
学
録
一
篇
、
以
東
我
黛
、
我
黛
之
士
、
二
一
人
夫
能
行
即
言
、
因
詩

　
中
及
之
先
師
二
十
一
回
猛
士
小
祥
日
　
門
人
楠
樹
高
杉
生
泣
血
弔
之

　
　
番
号
　
一
三

木
戸
孝
允
詩

　
木
戸
孝
允
（
桂
小
五
郎
）
　
天
保
四
（
一
八
三
三
）
～
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
長
州
藩
士
。

西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
と
と
も
に
維
新
の
三
傑
と
呼
ば
れ
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
七

歳
で
松
陰
の
兵
学
の
門
下
生
と
な
る
。
こ
の
詩
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
箱
根
に
お
い
て
、

亡
き
友
を
思
い
、
国
家
の
前
途
を
案
じ
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
松
菊
は
木
戸
孝
允
の
号
。

一
穗
寒
燈
照
眼
明

回
首
知
己
人
不
見

世
難
多
年
萬
骨
枯

歳
如
流
水
去
不
返

邦
家
前
路
不
容
易

山
堂
半
夜
夢
難
結

獣
坐
沈
思
無
限
情

丈
夫
必
寛
豊
計
名

禁
城
風
物
幾
変
更

人
似
草
不
争
春
栄

三
千
有
萬
奈
蒼
生

千
岳
萬
峯
風
雨
聲

己
巳
晩
秋
游
干
函
嶺
一
夜
思
亡
友
　
松
菊
狂
生

　
　
番
号
　
一
四

伊
藤
博
文
　
七
絶

　
伊
藤
博
文
　
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
～
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
長
州
藩
士
。
師
の
来
原
野

藏
の
紹
介
で
、
安
政
四
年
に
吉
田
松
陰
門
下
と
な
る
。
初
代
の
内
閣
総
理
大
臣
。
こ
の
七
絶
は
、

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
五
月
の
揮
毫
に
な
る
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
五
月
に
、
大
久

保
利
通
が
暗
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
英
雄
去
」
と
は
、
大
久
保
利
通
の
こ
と
を
詠
じ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
春
畝
は
伊
藤
博
文
の
号
。

千
載
眞
知
何
虎
求
英
雄
云
後
入
如
秋

一
痕
春
月
萬
行
涙
　
濃
遍
蜻
艇
六
十
州

　
明
治
十
二
歳
次
己
卯
仲
夏
　
　
　
　
春
畝
山
人
博
文

　
　
番
号
　
一
五

山
縣
有
朋
今
様

　
山
県
有
朋
天
保
九
（
一
八
三
八
）
～
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
長
州
藩
士
。
安
政
五
年
吉
田

松
陰
に
入
門
。
元
帥
・
元
老
と
し
て
、
伊
藤
博
文
と
並
ぶ
軍
人
政
治
家
。
「
壬
戌
の
春
」
す
な
わ

ち
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
春
、
京
都
の
中
山
忠
能
の
別
荘
に
招
か
れ
た
際
に
詠
ん
だ
今
様
歌
。

品
川
彌
二
郎
の
外
題
に
よ
れ
ば
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
、
山
県
が
京
都
二
本
松
の
薩
摩
藩

邸
に
潜
伏
中
に
、
旧
作
を
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

壬
戌
の
春
中
山
殿
の
別
荘
に
め
さ
れ
け
る
と
き

い
つ
か
む
か
し
の
く
に
ふ
り
二
、
か
へ
し
て
こ
そ
は
　
皇
の
、

み
や
こ
の
春
の
花
を
し
も
、
か
さ
し
て
あ
そ
ふ
日
も
あ
ら
め
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番
号
　
一
六

佐
久
間
象
山
山
水
圖

　
佐
久
間
象
山
　
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
～
元
治
一
年
（
一
八
六
四
）
　
松
代
藩
士
。
洋
・
兵

学
者
で
、
嘉
丞
二
年
（
一
八
五
〇
）
江
戸
に
私
塾
を
開
き
、
府
下
第
一
の
評
判
と
な
っ
た
。
吉
田

松
陰
は
嘉
永
四
年
に
入
門
。
西
洋
の
技
術
の
発
達
を
高
く
評
価
し
、
松
陰
に
海
外
の
文
物
に
目
を

開
く
要
を
説
い
た
。
象
山
は
多
藝
多
才
で
多
く
の
山
水
画
を
残
し
た
。
こ
の
絵
は
嘉
永
六
年
秋
の

作
。

白
石
清
泉
入
歯
頻
情
懐
久
負
故
山
春
里
疎

無
補
當
古
事
老
若
錦
田

終
此
身

象
山
井
題

　
　
番
号
　
一
七

　
松
陰
先
生
遺
訓
［
二
］

松
陰
［
述
］
　
品
川
彌
二
郎
注
釈
並
筆

　
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
、
品
川
彌
二
郎
が
、
恩
師
吉
田
松
陰
の
遺
訓
を
写
し
認
め
た
も

の
。
松
陰
は
少
年
彌
二
郎
を
「
彌
冶
（
二
）
は
人
物
を
以
て
勝
る
」
と
評
し
て
、
嘱
望
し
か
つ
鍛

練
を
加
え
た
。
そ
う
し
た
松
陰
を
品
川
は
、
終
生
深
く
敬
慕
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
展
示

し
た
の
は
、
双
幅
の
遺
訓
の
、
そ
の
二
で
あ
る
。

「
無
暴
其
氣
と
云
は
即
ち
無
害
と
云
と
同
し
。
害
す
る
と
云
暴
ふ
と
云
に
二
様
あ
り
。
一
ハ
私
欲

を
騨
に
し
直
道
を
以
て
志
を
持
す
る
事
を
忘
る
、
茎
立
自
ら
省
み
て
憶
る
所
あ
り
。
大
に
氣
を
暴

ひ
害
す
る
也
。
是
所
謂
不
伝
苗
者
也
。
ニ
ハ
浩
然
の
氣
の
至
剛
は
為
す
所
道
義
に
合
ふ
よ
り
し
て

自
ら
生
す
る
者
な
り
。
然
と
も
道
義
に
合
ふ
と
合
は
ぬ
を
も
考
へ
す
、
向
見
す
に
大
と
剛
と
を
な

さ
ん
と
す
る
と
き
ハ
一
時
は
我
慢
血
氣
に
て
狂
暴
粗
豪
を
以
て
剛
も
大
も
な
す
へ
け
れ
と
も
遂
に

は
愈
自
ら
省
み
て
肥
る
所
あ
り
。
武
田
信
玄
の
終
身
論
語
を
讃
む
事
能
は
さ
る
如
き
、
是
最
も
氣

を
暴
ひ
害
す
る
の
大
な
る
者
な
り
。
是
所
謂
堰
苗
者
也
。
塞
乎
天
地
之
間
と
云
ハ
其
鄭
重
を
云
な

り
。
浩
氣
然
の
は
本
是
天
地
間
に
充
塞
す
る
所
に
し
て
、
人
の
得
て
氣
と
す
る
所
な
り
。
故
に
人

能
く
私
心
を
除
く
時
ハ
至
大
に
し
て
天
地
と
同
一
体
に
な
る
也
。
今
吾
；
三
行
の
細
よ
り
し
て

本
諸
身
徴
諸
庶
民
考
諸
三
王
而
不
謬
、
建
諸
天
地
而
不
惇
、
質
諸
鬼
神
而
無
猛
、
百
世
十
二
聖
人

而
不
惑
、
動
而
世
為
天
下
道
行
而
世
為
天
下
法
言
而
世
爲
天
下
則
と
云
如
く
な
れ
は
、
天
地
古
今

に
充
塞
す
と
云
べ
し
。
浩
然
の
氣
ハ
古
來
聖
賢
相
々
て
孟
子
に
至
り
襲
明
す
る
所
学
者
に
於
て
最

切
実
な
る
事
、
故
に
特
に
是
を
詳
に
す
。

松
陰
二
十
一
回
猛
士
先
生
遺
訓
の
一

明
治
三
十
年
四
月
二
十
三
夜
感
ず
る
事
の
あ
り
て
敬
み
て
写
し

認
　
　
尊
援
堂
主
人
や
じ
」

　
　
番
号
　
一
八

吉
田
松
陰
復
来
原
石
藏
書

　
来
原
蕊
取
宛
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
・
七
月
頃
。
『
吉
田
松
陰
全
集
』
　
（
大
和
書
房
版
）

に
は
、
「
来
原
良
三
に
復
す
る
書
」
と
し
て
、
第
六
巻
詩
文
拾
遺
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
中
に

昨
冬
水
戸
で
会
沢
正
志
斎
と
会
い
、
会
沢
に
「
身
皇
国
に
生
れ
て
、
皇
国
の
皇
国
た
る
所
以
を
知

ら
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
天
地
に
立
た
ん
」
と
い
わ
れ
、
帰
っ
て
か
ら
「
六
国
史
」
を
取
り
出
し

て
読
ん
だ
、
と
あ
る
。
松
陰
は
来
原
を
「
第
一
の
知
己
な
り
」
と
述
べ
る
親
友
で
あ
る
。

　
　
番
号
　
一
九

吉
田
松
陰
送
中
村
百
合
三
序

　
中
村
百
合
三
宛
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
カ
。
『
吉
田
松
陰
全
集
』
　
（
大
和
書
房
版
）
に
は
、

「
中
村
百
合
三
を
送
る
序
」
と
し
て
、
第
六
巻
詩
文
拾
遺
に
収
め
る
。
中
村
は
長
州
藩
儒
中
村
牛

荘
の
長
男
で
、
吉
田
松
陰
と
と
も
に
江
戸
へ
遊
学
し
、
の
ち
藩
校
明
倫
館
の
教
授
と
な
っ
た
。
こ

の
文
は
、
百
合
三
の
関
東
遊
学
を
祝
う
内
容
の
も
の
。

　
　
番
号
二
〇

吉
田
松
陰
　
擬
封
仁
心

土
屋
薫
海
の
建
白
書
「
擬
封
策
」
に
、
吉
田
松
陰
が
評
を
加
え
た
も
の
。
土
屋
（
文
政
一
二
年

生
）
長
州
藩
陪
臣
。
吉
田
松
陰
と
親
密
で
、
文
章
を
良
く
し
、
松
陰
の
幽
室
文
稿
に
、
多
く
の
評

が
あ
る
。
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
「
擬
封
策
」
は
、
嘉
肴
六
年
（
一
八
五
三
）
の
稿
で
、
対

外
防
備
の
対
策
を
論
じ
た
も
の
。
松
陰
が
所
々
に
朱
で
評
を
入
れ
、
巻
末
に
総
評
を
記
す
。

薫
海
此
策
、
作
於
癸
丑
之
冬
、
国
是
墨
虜
墨
壷
、
約
明
春
重
来
、
是
時
天
下
和
戦
之
議
紛
然
而
起
、

有
志
之
士
、
所
深
捲
憂
也
、
而
策
甲
無
一
言
及
干
看
者
、
以
　
藩
議
一
定
、
無
所
復
憂
身
、
但
已

主
戦
、
而
不
論
兵
勢
兵
権
、
可
算
敵
制
勝
者
、
而
鼓
舞
将
士
之
氣
則
為
一
大
壷
事
　
、
然
其
息
切

而
不
激
、
娩
而
不
弛
、
懇
々
有
情
、
搦
々
有
態
、
使
讃
者
不
覚
伏
聴
、
則
宣
易
及
哉

乙
卯
四
月
廿
三
日
愈
愈
鼓
閲
了
　
　
　
　
　
　
松
陰
漫
批

　
　
番
号
　
二
一

吉
田
松
陰
　
上
書
草
稿

　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月
四
日
、
獄
中
で
書
い
た
も
の
。
人
材
を
登
用
し
て
庶
政
の
革
新

が
必
要
で
あ
る
と
主
張
。
品
川
彌
二
郎
に
託
し
、
藩
の
目
安
箱
に
投
ぜ
し
め
た
も
の
と
い
う
。
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近
日
世
間
頻
二
流
傳
仕
候
ハ
、
群
小
朋
黛
比
周
仕
、
両
政
府
ノ
正
論
ヲ
一
変
シ
御
上
尊
嬢
ノ
思
召

度
々
ノ
御
直
書
ヲ
反
古
二
致
ス
ヘ
キ
エ
ミ
ノ
由
、
誠
以
悪
ム
ヘ
キ
ノ
至
二
奉
存
候
。
依
百
事
滋
ノ

鯨
、
時
事
一
々
申
上
候
。

一
　
昨
年
御
帰
城
當
分
御
上
御
勤
政
、
大
臣
小
吏
各
其
職
ヲ
励
ミ
君
徳
ヲ
宣
布
シ
言
路
ヲ
洞
開
セ

シ
故
、
御
政
道
日
二
盛
二
候
処
、
虚
日
一
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
大
二
衰
参
シ
テ
今
日
ノ
光
景
二
相
成
タ

ル
ハ
、
誠
二
悲
泣
ノ
至
二
候
。
昨
年
ナ
ラ
バ
微
臣
ノ
言
モ
両
相
ノ
手
ヲ
纒
速
二
上
達
セ
シ
ニ
、
今

ハ
九
天
路
絶
テ
已
ム
事
ヲ
得
ス
、
前
書
ヲ
目
安
箱
二
面
ス
ル
ニ
至
ル
。
心
中
御
燐
雪
覆
祈
候
。
・

・
・
…
以
下
略

　
　
番
号
二
二

吉
田
松
陰
史
論
草
稿

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
士
摩
可
を
論
じ
た
史
論
草
稿
。

白
日
青
天
干
百
雪

余
不
解
壷
法
、
酔
後
筆
生
興
致
、
宜
…
嚢
北
畠
田
所
観
雲
煙
変
態
了

　
　
戊
午
至
重
後
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
甲
壽
人
高
穐
帆

大
槻
磐
漢
は
ま
た
こ
の
図
を
見
て
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
次
の
賛
を
加
え
た
。

逆
境
之
観
心
與
順
境
之
観
嶽
、
明
暗
快
重
圏
不
相
同
、
而
岳
盲
管
裏
面
依
然
也
、
是
故
秋
帆
先
生

所
書
菩
日
愁
雲
漠
々
之
冨
岳
、
而
今
日
観
之
、
乃
為
青
天
白
日
之
冨
嶽
　
、
鳴
呼
誰
知
先
生
之
心

事
者
、
鐵
心
子
句
云
、
人
歴
多
難
節
乃
高
、
然
則
先
生
今
日
之
節
、
謂
之
與
彼
嶽
孚
高
可
　

　
　
己
未
春
王
月
第
六
日
　
　
　
　
辱
知
生
磐
漢
大
槻
崇
題

磐
漢
は
さ
ら
に
、
鐵
心
が
作
っ
た
次
の
詩
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
図
を
完
壁
な
も
の
に
し
た
。

　
　
番
号
一
ゴ
ニ

吉
田
松
陰
孫
子
正
文

　
中
国
の
兵
書
「
孫
子
」

の
評
註
。
「
孫
子
」
は
兵
学
者
松
陰
が
、
最
も
得
意
と
し
た
も
の
。

　
　
番
号
二
四

吉
田
松
陰
李
氏
焚
書
抄

　
明
末
の
儒
者
李
卓
吾
の
「
李
氏
焚
書
」
を
抄
録
し
た
も
の
。
李
氏
の
著
作
は
松
陰
の
愛
読
書
。

　
　
番
号
二
五

吉
田
松
陰
愚
論

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
の
作
。
幕
府
の
条
約
勅
許
奏
請
に
た
い
す
る
、
天
皇
の
不
許
可

の
勅
答
に
接
し
、
対
外
問
題
に
対
し
て
、
当
事
者
の
取
る
べ
き
方
策
と
、
天
下
人
心
の
一
致
の
必

要
を
述
べ
た
も
の
。
京
都
の
梁
川
星
巌
に
送
り
、
星
巌
が
公
卿
を
通
じ
て
天
皇
に
呈
し
た
と
い
う
。

　
　
番
号
二
六

高
島
秋
帆
富
士
圖

　
高
島
秋
帆
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
～
慶
応
二
年
（
一
八
六
七
）
長
崎
の
町
年
寄
り
、
西

洋
砲
術
家
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
松
陰
が
長
崎
遊
歴
の
際
、
秋
帆
の
子
で
西
洋
砲
術
家
の
浅

五
郎
を
、
し
ば
し
ば
訪
問
し
た
。
こ
の
図
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
作
で
、
自
賛
を
加
え
、

知
友
の
大
垣
藩
壬
小
原
鐵
心
に
贈
っ
た
も
の
。

眞
成
此
老
可
稻
豪

十
載
幽
囚
歌
正
氣

書
添
深
感
痴
夢
妙

他
日
春
風
澄
游
約

酔
墨
淋
湛
何
等
毫

一
朝
公
議
舞
殊
褒

下
県
多
難
節
乃
高

咲
看
嶽
色
落
輕
肪

井
録
鐵
心
子
贈
先
生
詩
以
為
完
壁
　
　
崇

　
　
番
号
　
二
七

藤
本
鐵
石
書
状
　
（
忠
兵
衛
宛
）

　
藤
本
鐵
石
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
～
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
岡
山
藩
の
軽
卒
。
脱
藩

し
て
諸
国
を
漫
遊
し
た
あ
と
、
京
の
伏
見
で
国
学
と
兵
学
の
私
塾
を
開
い
た
尊
援
派
。
文
久
三
年
、

大
和
天
切
組
の
変
の
首
謀
者
の
一
人
。
忠
兵
衛
（
姓
不
詳
）
に
、
小
判
と
掛
軸
が
「
ほ
し
い
、
ほ

し
い
」
と
無
心
し
た
も
の
。

小
判
（
絵
）
と
掛
軸
（
絵
）
が
ほ
し
い
、
ほ
し
い
、
ほ
し
い
、
ほ
し
い

け
ふ
ハ
と
ゑ
ろ
ふ
ほ
し
い
事
か
あ
る
。

御
目
（
絵
）
も
じ
に
御
は
な
し
申
上
候
。

合
掌
（
絵
）
た
の
む
、
た
の
む
、
た
の
む
、
た
の
む
。

　
　
　
五
月
四
日
　
　
　
　
桃
山
老
鐵
寒
士
（
花
押
）

　
忠
兵
衛
様
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梅
田
雲
上
　
和
歌

　
梅
田
雲
濱
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
～
安
政
六
年
目
一
八
五
九
）
小
浜
藩
士
。
定
明
は
諌
。

将
軍
継
嗣
問
題
で
は
一
橋
派
と
な
っ
て
運
動
し
、
井
伊
大
老
の
排
斥
を
主
張
、
水
戸
藩
へ
の
戊
午

の
密
勅
（
安
政
五
年
）
の
降
下
に
か
か
わ
っ
た
、
安
政
の
大
獄
の
最
初
の
逮
捕
者
。
松
陰
と
は
か

な
り
の
交
遊
が
あ
る
が
、
特
別
に
親
し
い
間
柄
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
く
ら
咲
花
の
う
き
世
を
し
た
に
見
て

　
　
心
高
く
も
な
く
ひ
は
り
か
な

定
　
　
明

久
。
禁
門
の
変
で
戦
死
。
こ
の
手
紙
は
、
江
戸
か
ら
郷
里
の
親
戚
喜
多
村
藤
馬
に
宛
た
、
安
政
一

年
（
一
八
五
四
）
二
月
二
七
日
の
も
の
。
ペ
リ
ー
の
再
航
を
報
告
し
た
も
の
。

　
　
番
号
　
三
一
二

船
越
清
藏
七
絶

　
船
越
清
藏
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
〉
～
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
長
門
清
末
藩
士
。
廣
瀬
淡

窓
門
の
陽
明
学
者
。
京
都
に
開
塾
。
久
坂
玄
瑞
が
吉
田
松
陰
に
紹
介
、
松
陰
の
推
薦
に
よ
り
、
萩

明
倫
館
の
教
官
と
な
っ
た
。

　
　
番
号
二
九

佐
久
間
象
山
　
書
状
　
　
（
山
寺
催
堂
，
三
村
楽
眞
宛
）

　
山
寺
常
山
・
三
村
晴
山
宛
。
安
政
一
年
（
一
八
五
四
）
四
月
二
七
日
。
佐
久
間
象
山
の
こ
の
書

状
は
、
吉
田
松
陰
の
下
田
渡
海
事
件
に
連
座
し
て
、
江
戸
伝
馬
町
の
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
時
の

も
の
。
松
陰
は
象
山
の
す
す
め
に
よ
り
、
海
外
視
察
を
志
し
、
安
政
一
年
（
一
八
五
四
）
三
月
二

八
日
、
下
田
で
米
艦
に
乗
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
。
象
山
は
こ
の
手
紙
で
、
松
陰
は
「
…
當

年
廿
五
歳
の
少
年
に
は
候
へ
ど
も
…
漢
書
を
も
達
者
に
讃
下
し
、
臆
力
も
有
之
…
海
防
の
事
に
ハ

頗
る
思
を
な
や
ま
し
…
忠
貞
義
烈
之
士
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
番
号
三
〇

會
澤
恒
藏
書
状
　
　
（
川
瀬
七
郎
右
衛
門
宛
）

　
會
澤
安
。
通
称
恒
藏
、
号
は
正
志
斉
。
水
戸
藩
士
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
～
文
久
三
年

（一

ｪ
六
三
）
後
期
水
戸
学
の
代
表
的
人
物
で
、
そ
の
主
著
「
新
論
」
は
尊
穰
派
志
士
に
強
く
支

持
さ
れ
た
。
吉
田
松
陰
は
、
嘉
水
四
年
（
一
八
五
一
）
に
水
戸
に
遊
学
し
、
會
澤
を
数
回
訪
問
し
、

お
お
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
宛
て
先
の
川
瀬
七
郎
右
衛
門
は
水
戸
藩
の
郡
奉
行
。

　
　
番
号
ゴ
＝

藤
田
東
湖
書
状
　
　
（
川
瀬
七
郎
右
衛
門
宛
）

　
藤
田
東
湖
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
～
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
水
戸
藩
士
。
通
称
虎
之
助
、

諌
は
彪
。
徳
川
斉
昭
の
側
近
で
藩
政
改
革
を
主
導
す
。
水
戸
学
に
基
づ
く
尊
皇
論
で
、
尊
援
派
志

士
の
理
論
的
指
導
者
の
位
置
に
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
は
、
川
瀬
七
郎
右
衛
門
宛
て
、
天
保
一
年

（一

ｪ
三
〇
）
十
二
月
四
日
付
。

　
　
番
号
　
三
二

來
島
又
兵
衛
書
状
　
　
（
喜
多
村
藤
弦
断
）

　
来
島
又
兵
衛
　
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
～
元
治
一
年
目
一
八
六
四
）
長
州
藩
士
。
諦
は
政

不
似
風
魚
日
夜
滋
　
桃
花
萬
樹
照
帝
錫
此

先
生
何
意
徐
牧
巻
　
私
証
賜
豆
公
是
男
児

　
　
題
伏
水
桃
花
圖

扇
面

　
　
番
号
三
四

久
坂
玄
瑞
　
天
王
山
軍
中
日
記

　
久
坂
玄
瑞
　
こ
れ
は
元
治
一
年
（
一
八
六
四
）
七
月
一
九
日
の
禁
門
の
変
前
後
を
記
し
た
、
久

坂
の
「
義
挙
日
記
」
の
一
部
分
で
あ
る
。
久
坂
ら
は
六
月
二
四
日
、
淀
川
か
ら
山
崎
の
天
王
山
麓

に
上
陸
し
、
長
州
藩
諸
隊
の
部
署
を
定
め
、
二
七
日
陣
地
を
築
い
た
。
久
坂
は
墓
門
の
変
で
負
傷

し
、
鷹
司
邸
に
お
い
て
自
刃
し
た
。

六
月
十
六
日
、
富
海
よ
り
全
軍
乗
舩
。

廿
一
日
、
大
坂
二
着
す
。

廿
二
日
、
福
原
太
夫
着
船
。

廿
三
日
、
来
島
政
久
先
鋒
、
福
原
太
夫
引
軍
東
上
△
夜
直
半
時
。
真
木
逆
臣
・
久
坂
通
武
全
軍
乗

舩
。
是
時
道
傍
観
者
、
蟻
集
雑
逞
、
皆
々
長
州
様
我
々
共
之
為
、
御
苦
勢
な
さ
れ
候
と
申
す
。
米

塩
の
直
償
な
と
も
遽
二
減
し
候
よ
し
　
石
山
城
の
下
を
過
れ
ば
、
夜
己
明
△
軍
令
井
二
此
度
之
歎

願
書
を
、
諸
隊
二
観
せ
し
む
○
宍
翁
の
我
等
之
為
壷
力
一
形
な
ら
す
。

廿
四
日
淀
太
夫
松
尾
佐
一
郎
（
こ
こ
ま
で
は
英
傑
遺
墨
一
蓋
工
五
薬
に
収
む
）

廿
七
日
○
城
山
の
陣
屋
を
築
く
○
児
玉
小
六
来
報
、
今
暁
七
時
京
邸
壮
士
不
残
天
龍
寺
二
遷
る
。

塞
翁
鎮
静
と
し
て
伏
水
よ
り
進
登
す
と
報
ず
。
乃
遊
撃
軍
中
、
力
士
隊
を
帰
し
、
百
人
工
数
十
人

を
遣
し
、
其
小
荷
駄
の
運
送
を
助
く
○
甲
斐
翁
圓
明
寺
椙
谷
浄
土
谷
等
を
巡
、
窮
民
の
疾
苦
を
問

ふ
土
民
感
激
○
寺
忠
・
唯
人
等
石
清
水
参
詣
、
二
夜
三
日
の
御
祈
祷
相
願
候
。
渡
邉
新
三
郎
・
岸

十
Z
允
・
澄
川
敬
三
参
籠
。
大
坂
宍
翁
よ
り
書
簡
来
、
米
塩
其
外
運
輸
被
致
候
。
乃
天
王
山
二
書

す
。
義
勇
算
筆
人
数
佐
亀
督
し
て
着
す
。
是
朝
品
川
弥
を
大
坂
に
遣
し
諸
用
を
辮
せ
し
む
。
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廿
八
日
、
翠
霞
・
菊
四
郎
等
、
石
清
代
参
。
野
唯
人
光
明
寺
帯
心
二
行
。
義
助
従
僕
を
遣
し
天
龍

寺
二
至
る
。
佐
々
木
男
也
、
封
藩
Z
多
田
荘
藏
禺
■
某
一
同
来
る
、
云
々
の
談
。
因
藩
松
田
正
人

も
伏
水
ま
て
参
候
よ
し
、
又
是
ハ
直
二
天
龍
寺
二
参
候
よ
し
、
是
時
佐
々
木
一
同
、
武
田
二
郎
天

龍
寺
二
行
。

真
翁
・
田
岡
・
宮
田
な
と
ハ
、
城
山
の
北
間
道
を
き
り
た
つ
。
山
寺
柳
谷
圓
明
寺
浄
土
谷
等
の
道

な
り
。
義
助
本
陣
以
北
の
間
道
を
き
り
た
つ
。
嘉
日
城
山
の
陣
屋
成
就
、
集
義
隊
声
曲
。
来
翁
よ

り
報
あ
り
、
昨
夜
無
滞
着
陣
と
の
事
な
り
。
淀
よ
り
使
者
来
る
、
石
田
英
吉
・
長
谷
川
哲
三
郎
會

す
。
小
田
原
出
張
応
長
申
来
る
。
郡
山
陣
よ
り
使
者
来
る
、
長
谷
川
會
す
。
二
日
京
都
雨
町
奉
行

へ
當
山
滞
在
之
儀
申
遣
す
。

で
池
田
屋
事
件
（
元
治
一
年
）
で
驚
た
杉
山
松
介
宛
の
手
紙
。
高
杉
曹
作
が
上
海
か
ら
帰
国
、
近

日
上
京
す
る
旨
を
伝
え
た
も
の
。

　
　
番
号
　
三
八

高
杉
吝
作
　
扇
面

　
高
杉
奮
作
　
扇
面
　
こ
の
扇
面
は
高
杉
の
知
友
で
あ
る
、
土
佐
勤
皇
党
の
田
中
光
顕
に
与
え
た

も
の
。
来
島
又
兵
衛
ら
の
暴
発
（
禁
門
の
変
）
を
阻
止
し
よ
う
と
、
脱
藩
し
て
上
京
し
た
罪
を
問

わ
れ
、
高
杉
奮
作
は
元
治
一
年
越
一
八
六
四
）
三
月
、
野
山
に
投
獄
さ
れ
た
。
高
杉
の
「
獄
中
手

記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
四
月
一
〇
日
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
行
は
高
杉
奮
作
の
号
。

　
　
番
号
　
三
五

久
坂
玄
瑞
　
書
状
　
　
（
前
原
一
誠
（
佐
世
八
十
）
，
入
江
九
一
宛
）

佐
世
八
十
（
前
原
一
世
）
・
入
江
子
遠
（
入
江
九
一
）
宛
。
万
延
一
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
一

九
日
付
。
久
坂
玄
瑞
は
こ
の
年
英
学
修
業
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
月
九
日
江
戸
に
着
い
た
。
桜
田
門
外

の
変
後
の
水
戸
藩
や
彦
根
藩
そ
の
他
諸
藩
の
情
勢
と
、
横
浜
は
夷
人
の
巣
窟
と
な
り
、
物
価
が
騰

貴
し
人
民
が
困
窮
し
て
い
る
旨
を
報
じ
た
も
の
。
佐
世
、
入
江
と
も
に
吉
田
松
陰
門
下
生
。

再
日
、
船
越
翁
送
予
至
宮
市
、
老
人
愛
予
太
切
、
此
度
書
ナ
シ
、
東
行
後
好
便
も
ア
レ
ハ
、
諸
藩

報
ス
へ
し
と
約
シ
置
候
得
は
、
御
送
可
然
臨
御
鼻
翼
賃
下
候
。
・
…
以
下
略

　
　
番
号
　
三
六

時
山
直
八
　
書
状
　
　
（
某
宛
）

　
時
山
直
八
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
～
明
治
一
年
（
一
八
六
八
）
長
州
藩
士
。
安
政
五
年

（一

ｪ
五
八
）
松
下
村
塾
に
入
り
、
吉
田
松
陰
に
「
中
々
の
奇
男
子
な
り
、
愛
す
べ
し
」
と
い
わ

れ
た
。
奇
兵
隊
に
入
り
参
謀
と
な
る
。
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
）
で
北
越
に
転
戦
し
て
、
長
岡
で

戦
死
し
た
。
こ
の
手
紙
は
、
四
国
連
合
艦
隊
の
下
関
砲
撃
（
元
治
一
年
八
月
）
の
際
、
軍
監
と
し

て
応
戦
し
た
事
に
た
い
す
る
藩
庁
か
ら
の
恩
賞
を
、
辞
退
す
る
旨
を
述
べ
た
内
容
の
も
の
。
慶
応

一
年
（
一
八
六
五
）
閏
五
月
付
、
藩
庁
宛
の
も
の
か
。

　
　
番
号
　
三
七

入
江
九
一
　
書
状
　
　
（
杉
山
松
助
（
介
）
宛
）

　
入
江
九
一
（
市
）
　
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
～
元
治
一
年
（
一
八
六
四
）
長
州
藩
足
軽
出
身
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
一
月
松
下
村
塾
に
入
門
、
吉
田
松
陰
に
師
事
し
た
期
間
は
短
か
っ
た

が
、
高
杉
奮
作
、
久
坂
玄
瑞
、
吉
田
捻
麿
と
と
も
に
松
下
村
塾
の
四
天
王
と
も
い
わ
れ
る
。
名
は

弘
毅
、
字
は
子
猿
、
通
称
を
杉
藏
と
も
い
う
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
十
四
日
付
、
同
門

高
杉
奮
作
自
筆
漢
詩

孤
身
在
繹
絶
　
胸
間
百
憂
集
　
只
知
有
今
朝

曉
鴉
叫
屋
上
　
旭
日
透
獄
窓
　
辞
之
空
涕
涙

断
腸
非
恨
冤
　
涕
涙
非
存
命
　
外
患
迫
五
暑

　
　
為
光
顕
田
中
君
達
奮
製

不
知
有
明
日

工
之
又
断
腸

如
何
此
真
直

　
東
行
生

　
　
番
号
　
三
九

高
杉
巫
日
作
　
七
絶

　
品
川
彌
二
郎
の
箱
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
高
杉
奮
作
が
三
田
尻
の
船
問
屋
口
米
屋
嘉
七
の

宅
で
、
角
行
灯
に
書
い
た
も
の
と
い
う
。
高
杉
の
面
目
躍
如
た
る
酔
余
の
戯
筆
。

酌
酒
高
楼
夜
氣
清

美
人
遠
在
海
東
上

　一酔
　曲關
　絃興
東鳶足
洋促既
＿荏三＝r

狂構更
生
東
行
酔
筆

　
　
番
号
四
〇

野
村
望
東
女
和
歌

　
野
村
望
東
（
も
と
、
望
東
尼
）
　
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
～
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
福
岡

藩
士
野
村
新
三
郎
の
妻
で
、
安
政
五
年
剃
髪
し
て
望
東
尼
と
号
し
た
。
大
隈
言
道
門
下
の
歌
人
。

元
治
一
年
＝
月
、
長
州
藩
俗
論
派
に
追
わ
れ
た
高
杉
奮
作
は
、
福
岡
藩
勤
王
志
士
月
形
洗
藏
の

周
旋
に
よ
り
、
望
東
尼
の
平
尾
山
荘
に
難
を
避
け
た
あ
と
、
一
二
月
長
府
に
帰
り
功
山
寺
で
挙
兵

し
た
。よ

の
中
の
み
ち
か
け
さ
へ
も
い
ち
し
る
く

　
　
　
か
な
し
き
月
に
な
く
ほ
と
と
ぎ
す

望
　
　
東
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辻
将
曹
（
藝
）
が
会
し
て
決
盟
さ
れ
た
。

　
　
番
号
四
一

松
浦
八
郎
和
歌

松
浦
八
郎
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
～
元
治
一
年
（
一
八
六
四
）
久
留
米
藩
士
。
脱
藩
し
て

長
州
藩
尊
穰
派
と
行
を
共
に
し
、
禁
門
の
変
で
真
木
和
泉
の
隊
に
加
わ
り
、
天
王
山
で
自
刃
。
寛

敏
（
ひ
ろ
と
し
）
は
己
諦
。

　
　
番
号
　
四
二

真
木
和
泉
和
歌

　
真
木
和
泉
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
～
元
治
一
年
（
一
八
六
四
）
久
留
米
水
天
宮
の
祠
官

で
尊
援
派
の
巨
頭
と
い
わ
れ
る
。
文
久
三
年
前
半
期
の
京
都
政
局
の
尊
援
派
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
が
、
政
変
で
七
卿
と
と
も
に
長
州
に
落
ち
、
翌
元
治
一
年
の
禁
門
の
変
の
際
、
諸
隊
総
督

と
な
り
、
天
王
山
で
自
刃
。

　
　
番
号
四
三

忍
向
（
月
照
）
　
和
歌

　
忍
向
（
月
照
）
　
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
～
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
京
都
清
水
寺
住
職
。

水
戸
藩
へ
の
戊
午
の
密
勅
降
下
に
が
か
わ
り
、
幕
府
に
追
わ
れ
福
岡
に
逃
れ
、
野
村
望
東
尼
に
匿

わ
れ
た
後
、
鹿
児
島
に
行
き
、
安
政
五
年
＝
月
、
西
郷
隆
盛
と
と
も
に
鹿
児
島
錦
江
湾
に
入
水

し
た
。

一
、
三
藩
軍
兵
大
坂
着
船
之
一
左
右
次
第
、
　
朝
廷
向
断
然
之
御
尽
力
、
兼
而
奉
願
置
暗
事
。

一
、
不
容
易
御
大
事
上
露
節
二
付
為
、
　
朝
廷
拠
国
家
必
死
尽
力

　
可
仕
事
。

一
、
三
藩
決
議
確
定
之
上
ハ
如
何
之
異
論
被
聞
食
候
共
、
御
疑
或
被
下
間
鋪
事

　
　
九
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
名

　
　
番
号
四
六

松
下
邨
塾
一
燈
銭
申
合
帳

　
「
一
息
銭
申
合
帳
」
は
吉
田
松
陰
の
没
後
、
門
下
生
が
写
本
を
作
り
、
そ
の
筆
稿
料
を
蓄
積
し
、

他
日
の
た
め
に
備
え
よ
う
し
た
も
の
で
、
趣
土
曇
百
と
、
門
下
生
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
記
し
た
も
の
。

大
部
分
が
久
坂
玄
瑞
の
筆
に
な
る
。
表
紙
に
安
政
と
書
い
た
の
を
訂
正
し
、
文
久
辛
酉
十
二
月
朔

日
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
久
一
年
（
一
八
六
三
）
一
二
月
の
も
の
。
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番
号
四
四

木
戸
孝
允
筆
議
定
盟
約

　
こ
れ
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
二
二
日
に
、
薩
摩
藩
と
土
佐
藩
の
間
で
結
ば
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
薩
土
盟
約
」
を
木
戸
孝
允
が
筆
録
し
た
も
の
。
薩
長
両
藩
に
よ
る
討
幕
路
線
に
た
い
す

る
、
土
佐
藩
の
大
政
奉
還
路
線
と
さ
れ
る
も
の
で
、
薩
摩
藩
は
、
い
わ
ば
二
段
階
で
の
倒
幕
を
考

え
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
番
号
　
四
五

大
久
保
利
通
薩
長
藝
三
藩
盟
約

　
大
久
保
利
通
　
天
保
一
年
（
一
八
三
〇
）
～
明
治
二
年
（
一
八
七
八
）
鹿
児
島
藩
工
。
西
郷

隆
盛
、
木
戸
孝
允
と
と
も
に
維
新
の
三
傑
と
い
わ
れ
る
。
初
代
の
内
務
卿
と
な
り
実
質
的
に
日
本

の
最
初
の
首
相
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
薩
（
鹿
児
島
）
、
長
（
山
口
）
、
藝
（
広
島
）
三
藩
が
武
力

倒
幕
に
向
け
て
盟
約
を
結
ん
だ
際
の
、
大
久
保
利
通
自
筆
の
盟
約
草
稿
で
あ
る
。
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
九
月
八
日
、
京
都
で
大
久
保
利
通
、
西
郷
隆
盛
、
品
川
彌
二
郎
、
廣
沢
真
臣
（
長
）
と
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